




　唇顎口蓋裂患者の実数を杷握することは、諸外国にみられるような、出生時

登録制度のないわが国においては、かなり困難なものと考えられる。したがっ

て、これに代るものとして三歳児健康診断による発見、および保健所に出され

る医療援助制度の申請件数を調査する方法が考えられる。このうち、三歳児健

診は、新潟市においては 50%以下の受診率であり、他の心身障害児を含めても、

これによって発見される子どもの数は、非常に低い現状である。


